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２．締日処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1：請求一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）出力日付 

 

 

 

 

 

請求一覧表の出力日付を印刷します。 
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（２）締日 

 

 

       日付マスタの請求締日   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日付範囲 

 

 

 

 

 

 

 

（４）日付範囲（特別任意締日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付マスタの請求締日は、得意先マスタの締日処理のスケジュールをコントロー

ルするデータです。締日９９は、月末締めを表し月末締めで請求処理をすること

を表しています。 

※締日 99(末締)の場合は、日付の範囲が 1 日～末日 となります。日付範囲は

締日によって自動で作成され日付マスタで管理されています。 

◎例外処理の説明は（４）日付範囲(特別)で説明します。 

日付マスタ請求締日の日付によって、日付範囲は決められています。 

この日付範囲は、修正不可で末締め指定での日付範囲表示です。 

※日付の範囲を超えたデータは処理対象外となります。 

日付マスタ請求締日の日付にない 30 日を指定すると日付の範囲は前回請求更

新処理から入力した日付の範囲となります。 

※例えば請求書が学期単位で出力する場合に使用します。 
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（５）得意先範囲 

 

 

 

 

 

 

（６）画面表示 

  (画面表示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）印刷 

 (印刷) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）終了 

 

 

 

 

得意先範囲は全指定の場合と 1 件指定が可能な場合のため範囲指定方法を

採用しています。 

【終了】で請求一覧表処理を終えて「牛若」のメニュ

ーへ帰ります。 
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2-2：請求書発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ４白紙 サンプル】 （A4 の請求書印刷用紙もあります） 

 

（１）出力日付 

 

 

   

 
サンプルでは「発行日」に印刷されています。 
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（２）締日 

 

 

 

 

 

 

（３）日付範囲 

 

 

 

 

 

 

 

（４）通常締日の場合（特別でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）得意先範囲 

 

 

 

 

得意先 1 件指定の場合は 

 

 

 

 

 

締日は日付マスタの請求締日から締日日付が順に自動でコントロールさ

れ表示されています。特殊な場合を除き表示の締日を使用します。 

締日は日付マスタの請求締日から締日日付が順に自動でコントロールさ

れ表示されています。特殊な場合を除き表示の締日を使用します。 

（３）の日付の範囲を使用します。 

締日が特別な場合（1 件処理対応）は、請求一覧表の（４）を参照して

ください。 

得意先範囲：全指定 ※9000 以上は計算対象外の得意先コード 

同じ得意先コードを指定します。 
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（６）請求番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）請求書・得意先元帳の印刷チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）印刷開始 

 

 

 

 

 

（９）終了 

 

 

 

 

 

 

請求番号は任意の番号を入力します。以降請求書作成毎に＋１カウン

トＵＰします。請求書の再作成がままあります。その時はその請求番

号を入力します。 

※請求番号のメンテナンス処理は有りません。遡って再作成時に請求

番号を変えた場合は、新たな請求書の作成時に正しい請求番号を入力

してください。 

請求書印刷時に得意先元帳を印刷できます。 

また、請求書・得意先元帳の何れかの印刷も可能です。 

チェックボックスにチェックを入れます。 

印刷用紙の確認後【印刷】を実行します。 

【終了】で請求書処理は終了します。 

※請求書処理の途中でも【終了】できます。 
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2-3：請求更新処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）今回請求締日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今回更新範囲 

 

 

 

 

 

 

 

更新対象締日は、請求一覧表・請求書・請求更新の流れで 

同じ【締日】を処理します。 

※特別締日は（例：30 日）【締日】の更新処理を行います。 

得意先請求残高を更新して、明細データを更新処理済みにします。 

※請求更新処理を実行する前に、バックアップ処理をしてくださ

い。 

明細データの更新対象日付です。得意先の範囲は【締日】が識別 

対象です。特別な【締日】は、日付範囲が異なります。 
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（３）実行開始 

 

 

 

 

 

 

（４）終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【OK】 で請求更新処理の実行です。 

請求更新処理を終了します。 

※更新処理の途中での終了処理はできます。 
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2-4：仕入先締日一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）出力日付 

 

 

 

 

 

（２）締日 

 

 

 

       日付マスタの仕入締日 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日付範囲 

 

 

 

出力日付を印刷します。 

あらかじめ仕入先毎に契約している締日を順に登録しています。 

従って、締日更新ごとに登録順に締日が変わります。 

従って今回締日は自動で表示されます。 



 

- 11 - 

 

 

 

 

 

 

（４）仕入先範囲 

 

 

 

 

 

（５）画面表示 

  (画面表示) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）印刷 

 (印刷) 

 

 

 

 

 

 

（７）終了 

 

 

 

 

日付マスタ仕入締日によって、日付範囲は決められています。 

この日付範囲は、修正不可です。 

仕入先範囲は全指定で行います。 

【終了】で仕入締日一覧表処理を終えて「牛若」のメ

ニューへ帰ります。 
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2-5：仕入先元帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ４白紙 サンプル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）出力日付 

 

 

   

 

 

（２）締日 

 

 

 

 

 

 

サンプルでは「発行日」に印刷されています。 

締日は日付マスタの請求締日から締日日付が順に自動でコントロールさ

れ表示されています。特殊な場合を除き表示の締日を使用します。 
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（３）日付範囲 

 

 

 

 

 

 

 

（４）仕入先範囲 

 

 

 

 

 

仕入先 1 件指定の場合は 

 

 

 

（５）印刷開始 

 

 

 

 

（９）終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０日の締日範囲は２１日～翌月２０日までです。 

自動で表示します。 

仕入先範囲：全指定 または 個別の仕入先コードを指定します。 

同じ仕入先コードを指定します。 

印刷用紙 A4 白紙確認後【印刷】を実行します。 

【終了】で仕入先元帳印刷処理は終了します。 
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2-6：仕入締日更新処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）今回 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今回更新範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

※仕入元帳締日更新処理を実行する前に、バックアップ処理をして

ください。 

明細データの更新対象日付です。範囲指定内の明細データは集計済

みデータとなって繰越データへ更新されます。 

また、日付マスタの締日を次回締日（例：99 日）に更新します。 
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（３）実行開始 

 

 

 

 

 

 

（４）終了 

 

 

 

 

 

 

 

2-7：得意先請求問合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）得意先コード 

 

 

 

 

 

 

得意先コード入力 

【OK】 で仕入締日更新処理を実行します。 

仕入締日更新処理を終了します。 
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（２）明細表示 

 

 

 

 

 

(3)終了 

 

 

 

 

 

 

2-8：仕入先元帳問合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）仕入先ＣＤ 

 

 

 

 

 

 

 

得意先請求問合せ画面の表示 

終了ボタンクリックで「牛若」メニューへ 

仕入先ＣＤ入力 
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（２）明細表示 

 

 

 

 

 

(3)終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕入先元帳問合せ画面の表示 

終了ボタンクリックで「牛若」メニューへ 


